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日本民俗学会
第70回年会

70th annual meeting of the Folklore Society of Japan

公開シンポジウム 10月 13日 （土） 13:00～16:00

「「講」研究の可能性 ─人のつながりの追究に向けて─」
「人生100年時代の信仰グラデーションと講集団」

川又俊則（鈴鹿大学）

「講の近世から近代への変容について―房総の大山講・出羽三山講を事例に―」

菅根幸裕（千葉経済大学）

「女講中と女性同士のつながり」

戸邉優美（埼玉県立歴史と民俗の博物館）

コメンテーター コーディネーター

福田アジオ 三木一彦（文教大学） 髙木大祐（成城大学民俗学研究所）

日本民俗学会・ドイツ民俗学会共催国際シンポジウム

10月 14日 （日） 13:00～17:00「ドイツ民俗学の最前線」

Internationales Symposium der Japanischen und Deutschen Gesellschaft fur Volkskunde

Aktuellstes aus der deutschen Volkskunde

ドイツ民俗学会若手研究者ポスターセッション

研究発表

10月 14日 （日） 12:00～13:00

10月 14日 （日） 10:00～16:00

Posterprasentationen der Nachwuchswissenschaftler_innen der dgv

10月 13日（土）

13:00～16:00 公開シンポジウム

10月 14日（日）

問い合わせ先

〒154-8525 東京都世田谷区駒沢 1-23-1
駒澤大学文学部地理学科 小田匡保研究室 気付
E-mail minzokugaku70@gmail.com
https://www.komazawa-u.ac.jp/~masaoda/fsj_70/

10:00～12:00 研究発表（午前）

12:00～13:00 昼食

13:00～16:00 研究発表（午後）

16:15～17:50 研究奨励賞授賞式
　　　　　　　　 　 会員総会

18:00～20:00 懇親会

主催　一般社団法人

           日本民俗学会

共催　講研究会

年会事務局

会場

駒澤大学駒沢キャンパス
　　　　（東京都世田谷区駒沢 1-23-1）

参加費（当日）
一般 3,000円　　学生 1,500円

公開シンポジウムは参加費無料

東急田園都市線「駒沢大学」駅下車、徒歩約10分

会場

駒澤大学駒沢キャンパス
　　　　（東京都世田谷区駒沢 1-23-1）

参加費（当日、会員・非会員とも）

一般 3,000円　　学生 1,500円

公開シンポジウムは参加費無料

東急田園都市線「駒沢大学」駅下車、徒歩約10分


